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　　　　　午騨。分脚ρ∵㍗．

回覧1宇翻七会会緯た・
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　コ　　　　　　　ロ　　　　ロ　ロ

輪笥和5・雑記る三寸麟煙蜘融．
　　　　　！についで

貸料
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　　　　　激論鰯繍・・一’ゴ市㌦”毒大葵）・
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　　　　　雫　子岬町所1’蘇霧

　　　　事務局　　　　　　　一　　，　　　　　　　　　　　　　・

一　ω前回二瀬つ嘩　　　　、

　　　　（2♪志田。軸に鮒岬翻発i封三二の見櫛について

　　　　　　網彫ら二三2・一2鷹ついて糊カニ行糠た咳

　　　　　以下の顛応答か行われ源案の一細≦修正された．こあの

　　　　　ち・群獅冠詞雌関係翻を幽て・見積り’判定
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園山；三方四三に放送醒、通悟醜とい猿現蘭やが、
　　次に述べる埋設により漸時かの惨正をお願いしたい。

　　すな栃・轍省醐和5・鏑畑中唄に打‡げを鯉レて

　　噛のは実用龍の官喉階で南郷脚通信龍で靭・こ
　　の衛星を適信衛星と呼ぶならは、向じ駕旨により放送衛墨と

　　いう表現の中に実用型放送衛星が含額れることたなると思わ

　　れる。．この実用型放送衛墨にう喚ては、郵政省は賄和50年

　　・代騨に砺上げるこ嫡翻しているので源案では灘

　　を生じる可能性がある。

　　従って「通信衛垂」を「実用専業信衛墨」’と改めるか、又は、

　　油漉5岬代勅・蝿和6’・年代にかけて」を鰭和5・

　　年代後半螂ら昭和60年代にかけて」のように改めてもらい

　　たい。．『

三論焔では・轍用・実用轍礫用の3翻の獺を硬，
　　いわけているのか。

脚懐郷3腕輪貢して切縄ではな甑期か歩
　　手前とい鱗面謝聰という獺鞭っている。

八藤：概念を明確にするため、冥用麹という表現はやめてはどウ

　　か6

綿：そφ意味で紹和5・・年燦半力・ら幽6・年代にかけで

　　のように改めることが望ましいと悪う。　　9

山県：’そのように訂正することとする。

筆三局：事業の内容の（D・£．（7）の「移動体との適信」とφう表現

　　は・宇宙必発計画やら探焦したものであるがぐ四魔省は「航

　　空機、船舶等移助穫止の適信Jのように改めることを希回しべ

ピ刃

　　連輸省はそのような変更に反対している。

縞：．将釈紳綱え踊騨の醜のよう酪種の四四．
　　二瀬えら摘ので・現時点では勅鮒象を偏しない万が・・、

　　良いと忠う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま山県3灘省㈱いては、峯汎論行器の龍シス弘の研

　　究は行わな吟のだか．ら、，語論を変えても意味は変わらないの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、
　　ではないか。

鴨3襯憾案砂としこ当面臆勧生じ馳よう廟究を
　　進めてはどうふ。

山県3原案語りとするこ、ととする。・

σ…甑ケットの撒を事上卵旺鰍胤てし晒と、打上
　　げに言忌したとき取扱いに困らないか。　　　・　　∴一

畢扮局一3その点にっφては虚血することとしたい。

縣照会嚇峰鱗のの嫁6いて糊会鰺
　　回する必要がある（ρか。

鞘局面噸硯馳を行うため燦沸肋実体を生える

　　乙鳥あるので・藤回していな！窺その笑体耀握ず

　　る必要があると思われる。

融島：郵政省．が予算娑回する実三冠中容量静止通悟衛星及び

　　山鼠用中型放送傭星用管制施設露坐費等の縫壷が現時点で不

　　明ということであるが、いつ頃明確になるのか。

園山：流靭的であるので時期は朋碓にで’きないが、観弓勢かしたい。，

争務局3絶学技術庁分り縫嶽につ姶ても目下横討中という取扱い

　　にしてほしい6　．　　　　　 　㌃ザ

ひ
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山県…科学技術庁及び郵政省関係分が薩定しないため、資科2エ

　一・2全体を内定するととば不可能であるが、他め省庁関係縫

　　費については原案通り内定すみこととする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委22－2

　　　　　　　　　　L－4SC－3号機・実、験li譲告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　駿警阜撫三三

　　　　レ
　　　　L－4s、c－3号機は、［rケットの’制御に侠蹴する姿勢：基準

　　　装置の：精度向上左図るために、かねてより；色子を進めて来二た、．．

　　　レト積分ジャイロ翻いた騨げラットフオLA蝦樽基準

　　　装擾について、D：†2段燃i焼中におけるピ・ソ千フ。ロヅラ・ム，

　　　の才4段打世U方向への姿勢缶ll御，　lll）電波コマンドによる姿勢

　　　墓準角修正の機能試1液を…行ぼうとともに、：キ2段と1矛∠ト≠更との
■
　　’万寒しよう1経路・σ）差から、姿難三三角σ）：精度宅…束（めること乞主た

　　　る目的とし、併せて矛1疫における蟹行制御のためのTV¢哨

　　　射液9ンクの機能試験’、意義＝1マンドによりシーケ）ス秒工芸

　　　悔正する弼ムセレクタの翻乍試験衛犀撒’用に開発した

　　　デづ三）タル太揚センサの・試験、および電：予技術1総心研究筑と共

　　　楽して試作したテフロ）スラスタの動葬試験左行なうミと茎目

’・■　 的としたロケッ｝、、である。　　　　　　　・　　l

　　　　I］ケリ「トは、贈和昭・年8月’20E．14爵3G介、上下角ワ5．5度で

　　　発射さオした。才1手受および牙2役ロケ．ヅ下の燃焼および捻しょ

　　　直線的に変：化さセニる寄勢基準装置のピッテア・グラム棚曲正

　　　常であった．発射後．99紗に才2疫および：浄3段（ダミー送切り・



　　・1離し・ついで・デスピ同日ケヅトによ’ワ機ト体のスヒ・iン之ぼぼ褥

　　　止レに後、才4一・段左打出し方向に向・’け’る姿甥ゼ制御琶開＝始した。

　　　ヒ9ッチおよびヨーに財する制御動作は正常であって、そ飢ぞ札

　　約lo秒、および8紗で、最初の目糠ラr向に椥奉軸琶整定した。

　　　また、発：射後130秒頃ら5秒｝覇に力つたって送信さカした覆う皮コマ

　　　ンドによる姿勢上下甚葦こ魚一き10度上向き・に修正する試験1およ

　　　剛びてかしにゲ｝三ばう姿勢制御童1お乍・もフ慣吉鶏｛：こ行1谷われノミ．。　しカ、し、

　　　ロール制御については、醐御宿号回路の不具合6）ため†一．分整定

　　一亡ず一での蒜果、姿勢制御用の燃料（魁酸化永素）の消費’量が

．　過大：となり、殆んどそ爪琶5萸い尽してレまうたため、制御終3

　　後離糊購等器無かつ蔦ス・ビンが殆伽峨

　　態で才4解櫛すことな艦上でぎないのでぐ’1繍後4・分33．

　　秒にコマンドにより列マを止め1沖4段の切り離し、点ウ速

　　停丈さ’「以たρプ4お妾は、オ2－3段とともに、発納考ii灸4ノ分・3G秒

　　に最高高皮225Kmに達した後、8分15秒内ゐ繭東7451軸の

　　才2－3段落下予想区域内蒲面に蓄下した。

●
姿勢準準装置の櫓能試験に併せて行なう計画であった済種試

験のうち、予フロ：ンスラスタについては、才4段打出し後1に

タイマ‘＝より電源老四馬して：動作’試験芝…行なう予定であったが1

」＝逮のようにタづマの動づ麩止めたため試験を行なうことがで

きなかっ7…。’しカ’し、そ71し以外の、TV’Cタン7の磯飛試験：、

．夕仏噸し79の動作試験およびデろジタル太腸センサの試



・’ ｱはすべて順調に行な回し、それぞれ所期の資料琶得ることが

　　できた。

　　　才∠ト段乞計画遮、）寺丁ち出すことができ；な力、うたため、．回しよ

　　う羅：路に基ブいて姿勢基準の精度琶直接算定する・当所の計画は

　　果ざ肌ぽかr）荘が、基準姿勢角に対「言る櫓｝本姿勢・角の変化に関

　　するデータは亮全に取得さ鰯肌ており、こ肌速デづご9ル：太腸　・．

　　｛ンすのデータ導と対比することによって、姿勢基黍の精痩に

　　ついても椎定があみ程度可能であると翫ている・’ロー♪嘲御

　　う誘回路の不具合の原因にフいて1ま、制御回路階数判断の誤

Q　まりによみものど推定さカし・モの判このような：見i落し芝壷航’す

　　る方策が†塘でなカ、つたこと轟き，反．省していゐ。レカ’し、レー・ト

　　ズ齢デャ相によるピッ柚よびヨー基準しこついて応酬購

　　．正三常に行て；3λつオしておD、粛「しく闇発さ鴨ハした：姿勢甚i；ミ律装麗力ご痔「期

　　の機能を果しうるも．のてあることが方窪めらカした。

　　　ユメ．よ：により、L－43C－3号機の実：1験は、ほぼモの目的毫

　　菓し笈ものと；考え，ゐ。

●

、

」



、

‘ 凶。．．．．

鱒
鱒

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　委22一・3

ﾂト1桝の明峰粟の梯乳∫畠、

　　（頁緋ロ49牙8・19三三）

！妊忌明レ
之鉦二げ三四き1

3三三｝ゲに湯引呆

4乏の戚

共通15号Aく 字宙開発事業団



r一
　◎　　　、

6

●

N。．＿．～／3…

鞠類縁痂、％御9著9取ぢ1る訟訟蜘研ノ躯馳概
扇『三冠ヲ吻矛fイ厨び、か魚集♪i痴：動こ抽・

／．五工♪デ捌的

　　　贈りで7ト∂∫餅U端族）嫡傾索」でやくん粉切回レ

　　1ゾ劾口回蛎∫ク厩珍凹しK’・脅旧臣騨徽敏
’》《誰蠣婦吃距｝“る徽知丁ブトてあク…

　　　％難1つ《齢＝わ箪ず1藷2≦如筋7ト彪結ヅ賜堺

　　経ゆ獅蜘郷」徽分懸鯛鵜癖力煙り麓町∫
　　櫛漁猟聯3∫琢飾綴一身鰯コ」う微ぢ飢3〔」ウ．・編．矛

　　ガ教、三クいてば髪・ノ玖ρ4絵書雰～1ζタミ一領用’・・7（．一

∠．れ〔跳峨嬉．．　、．，

　　　験翻｝窃・卜5宥愚将和〃少紗員z日，糠3層懸鯛も野里畜1

　　〃・7加蝸！％・9羨で煽ll畔」」脇ラト絶壁知暁・工

　　輔・鯛細∫航吻輸抄∠ヌ地麹恥脚魚あ・τく。

　　　U郁鰍層」フし回田三三’榊脚雛ン轍！三

身瞬陣つ噸瑚齢章錫挿鱒諭・細葱’．・
郷鋤ざ分働一1ζノ砺彦解3ミィクキ・苓畑盛期ぬ・1～ゐ

　　　｛凋’曝協伽み鋤．・ゆ漁己庭蠣η塒，訴静

　　研蘇7」畔そレメ弥珂惣セ貝伽脚難聴藤の・・

　　（D叡撫轍注溢蚊暴

　　ゾ・遜艇1幽三三ジ纏う働）71哲脚，
＿：潤V菟剛つ奇て隔ぞ雌1吻働…・（」ψタ参骸μ「

　　　　碗，ル・’奪，癬ヒ・鈴ζ孝脚擁壁潔趣・咳・・

　　　　変・す4亥．を34癒ρオ｝ぜτ’レヨ　’亨両両’マぐ1
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N。．…一～シ金．．．

●

　　ω編錬嫡脇伽ゐ働艘誕一

　　　　　ノ・Z錬婦吻∫，翻撫9！分必砺堵1拠あ1師∫“つ汎マレ，来

　　　　一タ｛㈱∂久萄ノ岡辺ζ秒一ガシ／，分〃！矛グ4（・・、｛）出ヌ処塾し17（乙い乙

　　　　プ髪鳥1イ（。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　（3）梁蝋ノゆ、秩謝シ∫」射撃維認・

　　　　引ず離卵嚇賑〃ケ（象」4移湘フああ隷ン、彫身

　　　　　　）くi旗‘ウづヒ心＼でち7く・

　　　　・イ・イソメ・外～レ回遊変｝羽潤う聴衆巷で公霧ギンノ、ル・ハrrタセノ致娼一丁ろニヒ

　　　　　　ゲで竺で乙ρ　　　　’二．

　　　　こヲ　ラ〈！ント’ミ乙う多智こぼ（：M－1〔季尊顔〃承同前）セまみ｛ンしロァやト輝くの・藻亀

　　　　　　獄’」魏の為Mひ漁靖・1二編可な二・乙側脈．

　　　　工掬艇麟2鬼窟｝と於・瓢翻＝倣錦浦翅弾で，知段しド

　　　　　　知務翻・ド1rl二∫り“7ノぼ’乏、八・乏・1八痴愚／今励しつて一瞬ξf

　　　　　　誤∂1｛ノ命」フニヒがぞa7く・

　　　　ズタえ求力、型：oア・卜才r匠が幼d‘撃墜1て・・アく穿藁賊しヲ●からの峯デヲ

　　　　　　漁、コアか癖峰魏（ρρ干）シヌ御ぼ聯，こ廟鴨

　　　　　　　’濡ゆ7ト励こ）穀樹」の多衝奪珍嗣詠》スr脚ニフ・・てノ

　　　　　　珍、回嫡つ‘1デ1謹暴し〆寸ぎ昂浮しヲヤらの子・ヲdしノ＼カヒ1てテ尺トラ

　　　　　　♪セお三騨の抱勧慮秘脚（PP1）シス払》てつ、・Z旺薫τ亀わ

　　　　　　λてくが．伽薄墨伽麟臨海榎（工工の撤示シズ私〕こiエ）治ヒ

　　　　　　凋蓼セ章可腰ガ》わワた。

3旗｝め二ぬ鰍
　　　搬騨ア7ト｝繊1：珂1千勲“て・窒そ細く可べそ卵テげ

　　　蕩び州都測の句轍碍で箆，こ♂・わの取塀そ汐かう，，む・鳶頭の、

　　　3う1く犀劾が竹7功》’、たこ戚電泌亨》みがてヨτく。

　　　之　》痂外1’　超，・　　添壌　三一　一しρ2・パ
．．湧≒テ〔登15号一　A4 宇宙開発事業団
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こ・∴事蔑碧一♂マ 一 ’　　　「

　　　♪
N。．＿拍．

　　　　　圃の訓如掘月φ吻励ノ・9＼仁二蛇嬢愁碑づヒがで包丁く．

　　　ω層脚購瞬櫛三囲、腿蠣禰みこと紐花・
　　　（3フ’三三回勅い19羨馳鞠∫阿岨醇輝飢，・～疹

　　　　　棚31⑱吃駅ずク三晩κ1．

4’ F乏の凪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　銅あ働》くあんつて4畑寸紛憩ノ嶺露敷戯教ホワ髭，ト

　　舛酵磁三和豹卸旧風すか1を∫露理獅曜難1まゴつアく・

　　　獅珍に7∵三障縁棚三角腿旧師悔，ン鱒
　橘曜勇四三敵でψ，枢3闘陳愈て∫三三・州簸・願≦

　魂勤伽肋・覗刈象前」く，を回覧雇掬残が費k・『

　　　バちド卑廊恩が揃の％編…三身旧く4了碗敏ぬ熾あ』三三｝診

　　’り、！プτ40　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　、

、

づ！δ趣15男・　A，4　、 宇宙開発事業団



委22「，4，

昭和49年度8～9月期ロケット打上け
実巌の評価について粛，

の

昭・和4－9年9月25臼

宇宙開’発委員会

　　決’一　一，定

＼

　　　　　試演9年脚～9月贈ケツ底上膿験を即するため・
　　　　’次により調査審議を行うも・のとする。．

　　　　　工　東京大学宇宙航空研究所が行った止血49年霊告上繭鋭測
　　　　　　　　　　　　　ユ
　　　　　　ロケジト実鹸の結果‘．科学観測の椿果を除く）及び宇雷縮発∫

　　　　　事業廓力『行った第工0回気ケヅト打上げ冥験の諾采を評価す’

　　　　　るために必要な技術的油倉について調査審議を行．う。

●酌9・の灘糠は、技㈱飲おいて行い、㈱49年工2
　　　　　月末までに終えることを目途とするゴ


